
類
聚
野
史
に
就
い
て

箏
二
十
㎝
巻
　
第
二
號
　
　
二
四
八

類
聚
國
史
に
就
い
て

坂

本

太
．
　
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
類
漿
國
史
が
二
百
窓
の
書
物
で
あ
る
こ
と
ぼ
、
西
宮
記
谷
＋
や
．
菅
原
陳
経
撰
す
る
所
の
菅
家
御
細
事
や
、
本
朝
書

籍
目
録
以
下
の
書
の
記
す
所
で
も
あ
り
、
叉
現
存
類
楽
國
史
の
雀
に
も
纂
百
九
十
九
霧
が
あ
る
か
ら
、
何
等
疑
な
き
こ

と
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
併
薫
知
の
撫
－
勲
爵
の
全
藤
含
に
傳
は
つ
て
居
な
い
。
之
を
鍵
の
新
藩
補
醐

書
史
大
系
本
に
見
る
も
、
現
在
懇
の
形
を
し
て
傳
へ
ら
れ
て
る
る
も
の
は
僅
に
六
十
二
憲
で
あ
る
。
類
繁
國
史
は
犬
國

史
の
記
事
を
憲
次
に
二
っ
て
塵
紙
帝
王
以
下
の
部
に
分
類
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
多
く
の
懇
数
の
敏
侠
し
て
み

る
こ
と
は
師
ち
分
類
部
名
を
も
不
明
な
ら
し
め
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
類
簗
万
慮
の
性
質
を
考
究
す
る
場
合
に
お
け

る
重
大
な
障
碍
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
ま
つ
こ
の
不
明
な
る
巻
次
篇
昌
を
明
か
に
す
る
こ
と
、
少
く
と
も
明
か
に
す

べ
く
試
み
る
こ
と
が
、
類
聚
國
史
の
考
究
に
當
っ
て
は
最
初
に
着
手
せ
ら
る
べ
き
識
で
あ
る
と
思
ふ
。

　
さ
て
不
明
な
る
審
次
篇
目
を
推
定
す
る
方
法
と
し
て
は
．
策
一
に
は
現
存
の
怒
そ
の
も
の
の
考
察
か
ら
行
は
れ
る
。

類
聚
園
長
の
各
怒
は
怒
の
初
に
馨
の
順
位
を
記
し
、
次
に
二
部
の
纂
何
番
に
漁
る
か
を
記
し
、
次
に
そ
の
細
緕
を
記
す



例
に
な
っ
て
み
る
か
ら
、
こ
の
部
の
順
位
を
基
に
し
て
敏
秩
し
て
み
る
憲
の
部
名
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
○
た
と
へ
ば

懇
第
二
十
五
は
帝
王
部
五
で
あ
る
か
ら
、
歓
秩
し
て
み
る
下
市
二
十
一
以
下
錦
二
十
四
迄
が
帝
王
部
の
一
一
一
三
四
と
推

せ
む
る
、
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
不
明
な
る
憲
の
内
容
は
屡
々
明
か
に
さ
れ
る
が
、
部
を
本
位
と
し
て
考
へ
れ

ば
、
現
存
部
の
範
鵬
を
確
か
に
す
る
だ
け
で
、
新
し
い
部
名
を
知
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
次
に
は
類
繁
國
史
の
本
文

に
加
へ
ら
れ
た
註
記
か
ら
歓
遣
し
て
み
る
部
名
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
六
國
史
の
｝
箇
の
記
事
に
は
、
類
聚
國

史
の
分
類
の
立
場
か
ら
は
之
を
二
箇
所
以
上
の
部
に
股
め
る
必
要
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
場
合
類
漿
國
史
は
一
の

部
に
福
野
に
之
を
畢
げ
、
他
の
部
に
詳
し
く
之
を
牧
め
、
前
者
の
文
の
終
に
分
注
と
し
て
「
事
臭
念
々
部
こ
と
記
し
て

み
る
Q
こ
の
某
々
部
は
勿
論
現
存
の
部
で
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
又
鉄
侠
の
部
で
あ
る
こ
と
も
少
く
な
い
Q
こ
こ
に
今

H
に
傳
は
ら
ざ
る
部
の
蒋
在
を
知
る
こ
と
が
で
滋
。
・
る
が
、
只
こ
の
某
々
部
は
巻
の
名
に
相
癒
す
る
大
き
η
げ
部
名
で
あ
る

場
合
も
、
又
そ
の
下
の
細
痩
の
部
名
で
あ
る
場
合
も
あ
っ
て
、
そ
の
劉
定
は
困
難
で
あ
り
、
且
つ
憲
次
と
の
熱
学
の
全

く
不
㎜
W
で
あ
る
憾
み
を
免
れ
難
い
Q

　
第
三
に
は
古
書
に
引
か
れ
た
類
蟻
國
肥
よ
り
之
を
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
も
こ
の
問
題
に
役
寸
．
つ
爲
に
は
類

漿
國
史
の
憲
次
部
名
、
少
く
と
も
憲
次
だ
け
で
も
明
記
し
て
引
用
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
さ
う
い
ふ
例
は

必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
醍
醐
三
選
院
所
藏
の
輝
石
日
記
に
「
類
聚
國
史
憲
第
百
七
十
災
異
部
四
忍
所
爾
附
之
」
と
し
た
引

用
は
、
宛
も
歓
侠
の
部
分
に
三
っ
て
、
最
も
理
想
的
な
こ
の
種
の
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
早
く
黒
板
勝
美
先
生
が
獲
見

　
　
　
　
　
類
聚
國
史
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
　
策
二
號
　
　
二
四
九
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類
聚
國
史
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
…
巻
　
第
二
號
　
　
二
五
〇

せ
ら
れ
て
経
濟
雑
誌
就
本
塗
幾
國
史
に
甘
め
ら
れ
た
所
で
あ
り
、
今
B
で
は
こ
の
悲
は
現
存
憲
と
し
て
取
扱
っ
て
み
る
。

外
に
こ
の
種
の
例
を
二
三
翠
げ
て
見
る
に
、
癒
永
二
年
に
，
唐
招
提
寺
で
開
板
せ
ら
れ
た
古
記
の
集
録
の
中
に
「
類
聚
國

史
憲
第
百
入
十
八
佛
蓮
部
十
五
」
と
し
て
撒
餌
物
化
の
一
條
が
引
用
せ
ら
れ
て
る
る
。
こ
の
巻
も
歓
侠
の
憲
で
あ
る
が
、

そ
の
次
の
憲
百
入
十
九
は
存
在
し
て
、
「
憺
卒
下
」
の
部
と
せ
ら
れ
、
仁
壽
元
年
よ
り
仁
和
二
年
に
至
る
間
の
記
事
が
見

え
、
叉
そ
の
前
の
憲
百
入
十
七
も
現
存
し
て
「
入
道
」
以
下
の
細
目
が
見
え
る
か
ら
、
性
善
入
十
界
が
「
憺
二
上
」
で
あ
る

べ
き
は
明
白
で
あ
う
、
こ
の
材
料
は
所
雨
特
記
の
如
く
全
く
未
知
な
部
∵
名
を
増
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
次
に
は
上
身
太
子
拾
古
記
十
二
蝕
法
破
滅
事
の
條
に
「
國
史
百
七
十
四
臼
、
十
四
年
秋
去
月
己
亥
、
天
皇
病
彌
甚
崩
嵩

千
電
髪
の
文
が
曼
・
・
壁
書
磨
墨
は
類
型
蟹
で
あ
・
こ
と
明
白
で
あ
垂
そ
の
三
七
＋
四
は
楼
．
閻

の
巻
で
あ
り
、
佛
軍
部
第
一
に
當
る
怒
で
あ
る
。
而
し
て
こ
こ
に
引
か
れ
た
も
の
は
敏
達
天
皇
崩
御
の
條
で
あ
り
、
書
紀

に
は
こ
の
文
の
前
に
、
馬
子
が
三
寳
の
カ
に
よ
っ
て
疾
を
癒
さ
ん
こ
と
を
奏
し
て
許
さ
れ
、
三
里
を
請
じ
新
た
に
精
含

を
作
っ
た
こ
と
等
の
文
が
あ
る
。
又
聖
徳
太
子
塁
製
織
維
年
歯
上
三
の
小
盗
田
宮
事
の
條
に
は
「
、
B
本
紀
第
十
九
馨
云
、

欽
明
天
皇
十
三
年
多
十
月
、
物
部
大
連
尾
翼
、
中
臣
連
鎌
取
同
奏
日
、
方
今
改
舞
蕃
紳
一
、
恐
三
崩
國
紳
之
怒
一
、
天
皇
B

宜
写
付
…
奮
願
人
稻
昌
宿
禰
試
令
叩
禮
菩
、
大
臣
脆
受
訴
折
悦
、
安
田
潰
小
墾
田
家
一
、
勤
心
修
一
出
世
業
爲
γ
因
、
潭
劃
捨
向
原
家
一

爲
〆
寺
」
と
記
し
、
後
に
「
國
四
二
七
十
四
憲
全
同
窟
本
紀
一
」
の
註
記
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
眉
か
れ
た
文

は
叉
類
聚
國
史
憲
百
七
十
四
の
文
で
も
あ
っ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
之
を
先
の
上
宮
太
子
拾
遺
記
の
そ
れ
と
相
共



に
考
へ
れ
ば
、
類
聚
國
史
憲
百
七
十
四
は
懸
道
二
一
と
し
て
、
佛
藪
傳
來
の
纒
緯
、
蘇
我
物
部
二
氏
の
確
執
な
ど
が
録

せ
ら
れ
て
る
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
只
遺
憾
乍
ら
そ
の
細
目
の
名
を
何
と
聡
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
小
野
宮
年
中
行
事
の
二
月
四
旦
耽
年
祭
の
條
に
は
、
「
類
楽
福
野
第
七
十
四
云
」
と
し
て
「
弘
仁
十
一
年
二
月
丁
丑
、

停
｝
繹
璽
、
定
昌
巾
丁
、
海
霧
餌
…
所
年
祭
一
可
蓋
置
ご
粗
し
也
」
の
世
用
が
あ
る
。
類
聚
國
暴
怒
七
十
四
は
現
存
し
、
歳
時
部
五

に
當
り
、
九
月
昼
食
、
天
長
節
、
多
至
．
大
灘
等
の
細
線
が
見
え
、
こ
こ
に
引
か
れ
た
文
は
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
｝

癒
現
在
の
巻
七
十
四
に
は
脱
漏
な
き
や
が
疑
は
れ
る
が
、
歳
時
杭
全
膿
は
初
よ
り
月
日
の
順
に
正
し
く
配
列
せ
ら
れ
て

來
て
、
巻
七
十
四
は
九
月
九
臼
よ
り
年
末
に
至
る
迄
が
宛
て
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
こ
こ
に
引
か
れ
π
如
き
二
月
叉
は
入

墨
に
行
は
る
べ
き
肇
の
條
が
そ
の
間
に
毒
す
る
鑑
は
産
し
難
い
。
從
っ
て
霧
に
小
野
宮
年
中
行
事
の
筆
罰

十
四
と
い
ふ
に
誤
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
或
は
第
七
十
六
あ
た
り
で
ば
な
い
か
と
推
せ
ら
る
、
理
由
も
あ
る
。
そ
れ
は

前
に
も
述
べ
た
如
く
歳
時
部
は
月
日
の
順
に
諸
事
項
を
述
べ
て
懇
七
十
四
の
大
面
に
至
つ
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
ら
は
す
べ

て
一
年
一
回
の
行
事
の
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
春
秋
二
回
行
は
れ
る
と
か
、
一
定
の
月
日
の
な
い
も
の
な
ど
は
、
こ

れ
を
そ
の
次
の
窓
か
ら
纒
め
て
記
し
て
み
る
や
う
で
あ
っ
て
、
即
ち
懇
七
十
五
歳
時
部
署
は
、
告
朔
、
二
孟
、
旬
宴
な

ど
の
四
月
十
月
に
．
二
回
行
は
れ
る
も
の
と
か
、
毎
月
行
は
る
べ
き
も
の
な
ど
が
録
せ
ら
れ
て
る
る
。
故
に
繹
奥
も
亦
二

月
入
月
に
行
は
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
は
歓
済
し
て
み
る
懇
七
十
六
歳
宅
部
七
あ
だ
り
の
細
目
か
と
推
せ
ら
れ

な
い
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
元
よ
り
確
か
な
ご
と
は
分
ら
な
い
。

　
　
　
　
簸
聚
國
史
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
　
第
二
脱
　
　
工
五
一



　
　
　
　
　
瀬
聚
國
吏
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
…
巷
　
第
二
舵
　
　
二
五
二

　
最
後
に
江
談
抄
第
六
長
句
．
事
に
、
「
類
聚
三
家
五
十
四
」
乏
し
て
「
安
康
天
皇
三
年
云
々
」
と
書
出
し
、
書
紀
雄
略
天
皇

の
即
位
前
紀
三
輪
王
が
葛
城
圖
大
臣
の
宅
に
逃
入
り
、
大
隠
之
を
か
く
ま
ひ
、
途
に
天
皇
の
軍
を
受
け
て
圓
大
距
、
坂

合
黒
彦
皇
子
、
眉
輪
王
の
離
せ
ら
れ
た
記
事
、
及
び
推
古
天
皇
三
十
四
年
紀
の
蘇
我
馬
子
大
臣
麗
去
の
記
事
を
載
せ
て

み
る
。
類
楽
猿
皮
．
憲
五
十
四
は
現
存
の
忽
へ
部
で
美
女
、
工
女
以
下
多
産
に
至
る
婦
人
の
こ
と
ば
か
り
が
牧
め
ら
れ
て

る
て
、
江
談
抄
寺
用
の
記
事
は
見
出
さ
れ
ぬ
。
こ
の
江
談
抄
の
引
用
は
か
な
り
杜
撰
の
や
う
で
あ
る
か
ら
、
削
り
に
信

は
措
き
難
い
が
、
か
り
に
雄
略
天
皇
甲
虫
三
思
の
條
と
推
古
天
皇
三
十
四
年
紀
の
條
と
を
共
に
類
・
簗
國
史
の
岡
一
の
憲

に
存
し
た
導
い
て
の
記
事
と
す
れ
ば
．
そ
の
懇
は
或
は
大
雪
の
麗
去
を
集
め
た
憲
で
あ
っ
て
、
現
存
入
部
の
中
怒
六
十

一
が
納
言
墾
議
の
麗
卒
、
懇
六
十
六
が
四
位
の
卒
去
を
集
め
て
み
る
の
に
粗
通
す
る
も
の
か
と
も
想
像
さ
れ
よ
う
。

　
以
上
第
三
の
場
合
の
例
謹
に
徐
り
多
く
を
費
し
、
然
も
何
れ
も
良
好
な
結
果
の
得
難
き
を
知
っ
た
が
、
畢
寛
健
侠
し

た
類
楽
國
史
の
悠
次
隠
勢
は
以
上
の
如
き
方
法
に
よ
っ
て
之
を
推
定
す
る
よ
り
外
は
．
な
い
の
で
あ
る
＾
、
ム
」
そ
の
得
．
た
る

結
果
を
下
に
記
し
て
見
る
が
、
纏
に
知
ら
れ
た
美
名
も
名
望
と
の
結
倉
が
恩
賜
な
爲
▼
に
役
に
立
た
す
、
止
む
な
く
別
に

一
括
し
て
關
係
あ
り
さ
う
な
所
に
置
く
澱
度
の
こ
と
し
か
で
き
す
、
誠
に
歯
痒
く
思
は
れ
る
。
勿
論
私
の
推
究
に
は
談

謬
脱
漏
も
多
か
ら
う
か
ら
、
あ
ま
ね
く
博
雅
の
是
正
を
得
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
本
篇
で
は
類
漿
國
史

の
憲
次
篇
昌
は
此
の
如
き
も
の
と
し
て
次
の
考
究
に
進
ま
う
と
患
ふ
。

（24）



淋
祇
帝
王
後
宮

刑政奉賞暑歳人
法理献宴樂時

　　　現四 ＝ニー一一

〇五四1
　、｛五
　一　．N
　へ替存類

　1九a－聚
　業
　　　　國

五
嗣
四
［
、
山
ハ
一
、
轟
ハ
山
ハ

七
一
一
野
瀬

七
七

七
七
、
七
八

七
八

七
九
、
八
○
、
八
三
、
入
四
、
入
漁

入
七
一
八
九

顛
聚
閥
吏
に
就
い
て

一一一一一一一…… j
入 「響慧推目■ヲf唖政薦垂黛婁至拳歳，

」法理献宴樂
録
　
定

丁
土
○

…
二
一
三
六

三
七
…
四
〇

四
一
…
四
四

四
五
…
六
九

七
〇
；
七
六

七
七

し
し
ヒ
…
…
ヒ
k

「
　
一
　
　
r
・
ノ

七
入

七
九
一
八
六

　
　
　
一
以
上
？

八
七
一
九
〇

ご
以
上
？

九
一
一
九
五

部
名
拾
遺

饗即
位
、
繹
位
、
荷
前

皐
后
、
誕
皇
子

羅
奨

諸
國
四
度
使
、
時
服

第
二
十
…
巷
第
二
號
　
二
五
三

（　？，一，　）



殊風佛災鮮　 田　：文　職
顛
聚
躍
吏
に
就
ギ
て

官
九
九
、
δ
一
、
δ
七

　
　
　
一
四
七

也
　
　
一
五
九

モ
’

撮
　
　
一
六
五

壬黒
（
　
…
七
〇
、
一
七
｝
、
　
一
七
一
二

道
雇
砒
旦
船
訟
楚
、

俗
，
充
○

俗
　
　
一
九
…
『
　
一
九
四
、
　
一
九
九

殊風佛災鮮
俗俗道異瑞、

田1

地

文「職
　］官

九
晶
ハ
コ
ー
一
〇
七

　
九
以
上
？
五
？

一
〇
入
一
一
四
四

　
六
？

一
四
五
一
一
四
七

一
四
八
l
I
一
五
八

　
　
　
　
　
㎝
？

一
五
山
ル
i
一
山
ハ
〇

　
二
？

一晶

n
一
…
一
一
山
ハ
四

一
六
五
…
－
｝
山
ハ
轟
パ

一
六
七
…
　
七
ヨ

一
七
四
－
⊥
八
九

一
九
〇

一
九
一
一
二
〇
〇

　
第
二
十
一
巻

、
法
ヒ
？
「

．
ノ
」
　
・
　
…

　
　
第
二
號
　
　

二
五
四

菟
官
、
國
祠
、
郡
瑚

京
都
、
年
號
、
地
名
、
國
郡

諸
道
同
業

狂
討

要
凝
田
、
鋤
學
田
、
賜
田
地

憩
、
白
鹿

修
善
擁
突
、
佛
法

任
那

（　L）6　）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

言
触
史
の
撰
誉
菅
原
遊
撃
で
あ
る
こ
と
異
論
編
…
い
が
・
只
導
ハ
左
覆
に
撰
修
奏
ぎ
ら
れ
た
一
二
代
實
録
の

文
が
類
聚
國
史
に
載
せ
ら
れ
て
み
る
こ
と
は
い
か
に
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
瓶
説
に
從
っ
て
そ
の
部
分
を
後
人
．
の
塘



補
と
す
れ
ば
類
聚
閣
史
の
撰
者
は
猫
り
菅
原
道
眞
と
し
て
安
ん
じ
て
み
る
こ
と
も
で
き
す
、
撰
者
の
問
題
を
『
癒
槍
討

す
る
必
要
あ
る
を
思
ば
し
め
ら
れ
る
。

　
類
楽
國
史
の
車
賃
の
撰
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
最
も
古
い
史
料
は
、
菅
家
文
筆
巻
五
及
び
太
朝
文
輝
巻
九
に
牧
め
ら

れ
た
道
眞
自
身
の
文
章
で
あ
ら
う
。
郎
ち
菅
家
虫
草
で
は
寛
李
五
年
に
當
る
所
に
載
せ
ら
れ
旋
「
早
春
槻
レ
賜
宴
宮
入
一

同
賦
レ
催
レ
粧
癒
製
」
の
序
に
「
聖
主
命
二
小
臣
一
分
二
類
誓
史
一
之
次
、
見
レ
有
三
上
月
子
H
賜
蘇
采
糞
之
宴
一
云
私
」
と
見
え
、
こ
の
蕾

史
を
分
類
せ
し
む
る
と
い
ふ
の
は
、
ま
つ
類
聚
國
史
を
撰
せ
し
む
る
の
意
に
解
し
て
大
過
な
き
も
の
で
あ
ら
う
。
勿
論

類
榮
薄
身
の
名
が
當
時
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
り
、
又
そ
の
書
が
完
成
奏
上
せ
ら
れ
定
か
否
か
も
全
く
不
明
で
あ

・
が
、
と
に
か
－
雑
の
談
叢
誓
相
擁
す
・
も
の
を
撲
す
べ
…
と
峯
髪
皇
が
道
警
命
ぜ
雪
道
鼠
恥

は
そ
の
業
に
從
つ
た
こ
と
だ
け
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
の
史
料
は
鎌
倉
の
墨
柄
天
帝
所
藏
の
北
野
横
軸
御
坐
で
あ
る
。
こ
の
書
の
著
作
年
代
に
つ
い
て
は
既
に
星
野
博

士
の
研
究
が
あ
り
、
道
眞
は
延
長
元
年
に
本
官
を
追
復
し
正
二
位
を
贈
ら
れ
、
正
腐
四
年
に
左
大
臣
正
｝
位
を
贈
ら
れ

だ
の
に
、
本
書
は
「
右
大
臣
兼
近
衛
大
占
賂
正
二
位
菅
原
卿
者
」
と
書
出
し
て
、
正
一
位
左
大
臣
等
の
贈
官
位
に
及
ば
な

い
こ
と
、
並
に
滋
眞
の
長
子
高
騰
は
延
喜
十
三
年
に
卒
し
、
其
主
文
時
は
天
慶
五
年
鋼
策
及
第
し
た
の
に
、
此
の
傳
に

は
高
覗
の
卒
去
を
記
し
て
文
時
の
事
に
及
ば
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
「
此
傳
ヲ
作
ル
必
ス
朱
雀
帝
ノ
初
世
二
在
ソ
テ

其
人
菅
公
ト
耳
目
相
及
ヒ
シ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
」
乏
い
う
て
る
ら
れ
る
。
徽
鰹
購
齢
酬
励
鰹
撚
こ
れ
は
恐
ら
く
動
か
な
い
説
で
あ

　
　
　
　
類
聚
國
吏
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
…
巻
　
第
二
號
　
　
二
五
五



　
　
　
　
　
籍
隅
螂
飛
國
∵
災
に
就
い
イ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
…
巷
　
　
第
二
號
　
　
　
二
五
山
ハ
、

つ
て
、
別
に
博
士
の
纂
げ
ち
れ
な
か
っ
た
他
の
徴
謹
を
拾
う
て
も
亦
大
霜
に
こ
れ
と
舎
致
す
る
Q
帥
ち
こ
の
傳
に
は
道

眞
の
門
徒
中
、
藤
原
道
明
、
藤
原
扶
幹
、
橘
澄
清
、
藤
原
邦
墓
の
皆
納
言
に
登
っ
た
こ
と
を
記
し
て
み
る
が
、
溢
明
は

延
喜
十
一
年
、
扶
幹
は
承
李
三
年
、
澄
清
は
延
喜
二
十
一
年
、
邦
基
は
延
長
入
年
そ
れ
ぞ
れ
中
納
言
に
任
じ
て
み
る
か

ら
“
こ
の
場
合
で
ば
承
軍
三
年
以
後
の
著
と
み
な
さ
れ
る
。
又
高
親
の
長
子
在
躬
は
類
聚
符
蒼
黒
巷
九
に
よ
れ
ば
、
承

準
二
記
入
月
に
は
式
部
大
丞
に
居
り
、
天
慶
九
年
九
月
に
は
馬
借
弁
兼
文
章
博
士
備
後
纏
守
で
あ
る
が
、
こ
の
傳
に
は

在
躬
の
只
秀
才
に
暴
げ
ら
れ
て
樹
策
し
た
こ
と
を
記
す
の
み
で
あ
り
、
少
く
と
も
天
慶
九
年
前
後
に
於
け
る
彼
の
文
章

博
士
を
知
ら
な
い
の
で
め
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
縛
の
著
作
は
承
認
元
慶
の
間
に
あ
る
も
の
と
せ
ら
れ
、
畢
寛
道
眞
の

覆
三
＋
舞
の
時
に
作
ら
発
も
の
与
・
・
と
が
で
き
・
。
・
て
・
の
傳
書
案
中
部
饗
鑑
國
書
倒

憲
一
踊
手
世
一
焉
」
の
文
が
見
え
る
。
分
疎
國
史
と
は
國
史
を
分
類
し
た
も
の
の
謂
で
あ
ら
う
し
、
寛
李
中
歯
を
奉
じ
と

は
前
払
の
菅
家
文
七
の
詩
序
と
相
契
ひ
、
二
こ
に
於
い
て
も
比
比
が
宇
多
天
皇
の
勅
を
奉
じ
類
楽
繋
累
に
相
挿
す
る
も

の
を
撰
し
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
η
然
も
こ
の
場
合
は
進
ん
で
そ
の
怒
数
が
百
巻
な
る
こ
と
、
世
に
傳
は
れ
る

こ
と
等
の
具
鼎
…
的
な
事
實
の
知
ら
る
、
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
第
三
の
史
料
は
菅
家
御
篭
記
で
あ
る
。
こ
れ
は
道
眞
五
代
の
孫
門
経
が
嘉
承
、
兀
年
十
二
鴛
、
菅
家
思
草
、
後
集
、
三
代

茅
野
、
，
公
卿
補
任
、
菅
原
本
系
譜
、
家
記
等
に
立
っ
て
編
纂
し
た
道
興
の
傳
記
で
あ
る
が
、
そ
の
寛
平
四
年
五
月
十
H

に
係
け
て
、
「
，
類
聚
國
史
奏
上
、
先
レ
是
道
鼠
ハ
奉
レ
勅
修
撰
、
至
レ
是
功
成
、
史
二
百
憲
、
霞
二
憲
、
帝
王
系
圖
三
馨
、
」
と
見



え
る
。
こ
れ
は
古
重
器
も
多
く
引
か
れ
た
史
料
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
前
掲
二
史
料
の
何
等
述
べ
て
み
な
い
黙
が
多
々

賜
臼
に
記
さ
れ
て
み
る
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
鎮
一
は
類
楽
國
史
の
奏
上
が
寛
雫
四
年
五
月
十
日
で

あ
る
と
い
ふ
こ
と
、
㌶
二
は
史
二
幅
臼
．
巻
、
目
二
憲
．
帝
王
一
糸
圖
一
二
巻
よ
り
成
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
併
し
不
思
議
な

こ
と
に
は
こ
の
二
つ
の
事
情
の
閥
に
す
で
に
一
つ
の
矛
．
麿
が
あ
る
。
そ
れ
は
寛
李
四
年
五
月
に
奏
上
し
た
類
六
字
史
な

ら
ば
、
延
喜
元
年
入
漁
に
奏
上
し
た
三
代
實
録
の
文
を
探
録
し
て
み
る
は
す
は
な
い
。
然
る
に
現
今
、
類
楽
國
史
は
三

代
實
録
の
文
を
載
せ
、
し
か
も
三
代
實
鎌
の
文
の
み
に
よ
っ
て
成
る
憲
少
く
と
も
六
憲
以
上
を
有
し
な
が
ら
、
全
二
百
．

巻
で
あ
る
。
故
に
三
代
實
録
の
文
を
載
せ
ざ
る
場
合
ぱ
、
そ
の
憲
数
は
瞭
然
も
つ
と
減
少
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
寛
不

四
年
春
に
お
い
て
二
宮
の
國
婁
無
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
票
に
矛
盾
で
あ
一
と
田
心
ふ
の
で
・
の
”
⇔
。
‡
め
奏
倒

上
の
記
事
と
、
憲
数
の
記
事
と
は
別
々
の
材
料
か
ら
來
て
る
る
こ
と
、
部
ち
前
者
は
家
記
に
で
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

後
者
は
陳
経
常
時
の
類
簗
國
史
の
現
實
の
大
き
さ
で
あ
う
．
．
之
を
不
用
意
に
併
せ
記
し
允
こ
と
と
解
す
れ
ば
、
こ
の
矛

盾
は
解
け
る
け
れ
ど
、
し
て
見
れ
ば
前
者
の
記
事
は
遙
に
そ
の
カ
を
失
ふ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
何
れ
に
し
て
も
菅

家
御
傳
記
に
於
け
る
類
聚
野
史
奏
上
の
記
事
は
、
古
來
よ
く
用
ゐ
ら
れ
た
も
の
の
、
道
鼠
ハ
に
近
き
時
代
の
信
ず
べ
き
史

料
に
は
無
い
こ
と
で
あ
り
、
道
眞
の
麗
後
二
百
長
年
を
過
ぎ
た
時
其
の
子
孫
に
よ
っ
て
始
め
て
示
さ
れ
た
事
實
で
あ
る

か
ら
、
之
を
無
條
件
に
信
用
す
る
こ
と
は
愼
む
べ
き
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

　
以
上
聚
類
國
史
撰
修
に
…
毒
す
る
史
料
を
見
て
來
た
が
、
菅
家
御
着
記
に
よ
る
寛
李
四
年
五
月
十
日
の
…
類
簗
國
史
奏
上

　
　
　
　
　
瀦
凹
聚
國
史
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
広
　
十
一
巻
　
第
ご
號
　
　
ご
五
・
七



　
　
　
　
、
瀬
聚
國
史
に
蕊
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
　
巷
　
第
二
號
　
　
二
五
八

の
事
實
が
絶
讃
的
の
も
の
で
な
い
と
す
る
と
、
こ
こ
に
三
代
實
録
塔
補
の
問
題
も
全
く
別
な
立
場
か
ら
見
直
す
こ
と
が

必
要
と
な
ら
う
。
そ
こ
で
私
は
問
題
を
換
へ
て
一
膿
類
聚
國
史
に
は
三
代
實
録
の
交
は
い
か
や
う
に
牧
め
ら
れ
て
る
る

か
を
吟
昧
し
ょ
う
と
患
ふ
。
凡
そ
一
の
書
物
に
お
け
る
後
入
の
堰
補
は
い
か
に
原
著
者
の
意
を
汲
ん
だ
場
合
で
も
、
ど

こ
か
に
堰
補
者
の
我
流
が
あ
ら
は
れ
、
増
補
の
増
補
陀
る
所
以
を
察
し
易
か
ら
し
む
る
者
で
あ
る
か
ら
、
本
書
に
お
い

て
も
若
し
三
代
呈
露
が
後
人
の
増
補
で
あ
れ
ば
、
必
ず
や
そ
の
部
分
に
は
前
五
國
史
の
載
鎌
と
調
子
の
合
は
ぬ
所
、
念

の
至
ら
ぬ
所
が
あ
ら
は
れ
す
に
は
営
む
ま
い
と
信
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
○
然
も
此
の
如
き
吟
味
の
爲
、
に
は
類
楽
旧
史
は

甚
だ
都
合
好
き
書
物
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
類
聚
國
史
の
分
類
、
記
事
の
載
録
の
仕
方
は
か
な
り
微
妙
な
頭
の
働
き
に

よ
っ
て
み
る
と
察
せ
ら
る
る
所
多
々
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
微
妙
な
黙
に
望
外
補
者
の
頭
鷹
が
原
薯
者
に

追
随
し
得
た
ら
う
と
は
考
へ
難
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
此
の
如
き
見
地
か
ら
類
聚
國
史
を
眺
め
る
に
大
工
に
お
い
て
三

代
實
録
の
文
が
後
の
増
補
で
あ
る
如
き
失
態
を
示
す
所
は
な
い
○
左
表
に
示
す
如
く
、
現
存
懇
か
ら
察
せ
ら
る
、
範
幽

の
み
に
つ
い
て
見
て
も
、
三
代
實
録
の
文
の
み
よ
り
成
る
怨
が
六
憲
あ
り
、
又
三
代
實
録
の
文
の
み
よ
り
成
る
｛
憲
中

の
細
目
の
部
が
墨
入
も
算
へ
ら
る
、
が
、
そ
れ
ら
の
憲
の
立
て
方
、
部
名
の
立
て
方
に
於
い
て
前
後
と
調
子
の
合
は
ぬ

所
は
全
く
見
當
ら
な
い
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
三
代
實
鎌
の
丈
の
み
よ
り
成
る
部
分

　
1
、
…
巷
全
部
の
も
の

（30ノ



を

巻
　
一
二
紳
祇

憲
　
一
五
紳
紙

憲
　
工
ハ
紳
祇

憲
　
　
七
帥
祇

懇
一
〇
〇
職
官

巻
一
〇
一
職
官

一
恕
中
の
一
部
の
も
の

憲
　
九
神
祇

憲
　
二
入
帝
王

窓
三
三
帝
王

憲
七
七
音
樂

巷
入
○
政
理

憲
入
四
政
理

蓉
｝
〇
七
職
官

恕
一
五
九
田
地
上

　
類
聚
國
史
に
就
い
て

＝
一
　
所
薦
下
　
起
坐
概
＋
～
年
以
後

一
五
　
神
位
三
　
認
貞
槻
元
年
正
月
蓬
万

一ふ

n
　
　
舳
眉
　
位
　
　
四
　
　
　
日
興
概
入
年
三
月
霊
同
十
八
年
八
月

…
七
　
　
融
位
　
五
　
　
起
元
慶
元
年
以
後

五
　
叙
位
五
　
趨
天
安
二
年
以
後

膿漏

@
　
　
叙
　
　
位
　
　
志
ハ
　
　
　
起
貞
魏
十
九
年
正
月
盤
仁
和
三
年
正
月

九
の
申
　
鎭
魂

入
〃
　
　
天
皇
元
服
、
太
上
天
皇
注
誰

ニ
ニ
〃
　
　
貢
蘇
、
太
上
天
皇
凶
服

　
〃
　
　
琵
琶

ラ
，
禁
法

六
〃
　
交
易
物

…
二
〃
　
玄
蕃
寮

　
〃
　
官
田
、
損
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
谷
　
第
二
號

二
五
九

（31）



顛
聚
國
更
に
就
い
て

懇
一
六
五

悠
｛
七
八

憲
一
七
九

怨
一
八
五

憲
｝
入
七

群
瑞
上

側～　’f弗　　イ弗　　拶猜

｝芭　　｝豊　　…萱　　多重

〃

五
〃

六
〃

＝
ヲ

…
四
〃

月春
秋
御
燈

諸
宗
悪
業

阿
閣
梨
、
櫓
僻
職
・

戒
牒
、
放
逐
憺

第
二
十
｝
巻
　
第
二
號
　
　
　
工
六
〇

　
叉
一
々
の
記
事
の
書
き
方
に
於
い
て
全
膿
の
約
束
は
三
代
型
録
の
部
分
で
も
堅
固
に
守
ら
れ
て
み
る
。
淀
と
へ
ば
そ

の
記
事
が
そ
の
部
内
に
於
い
て
御
一
代
の
最
初
の
記
事
で
あ
る
時
、
天
桑
の
御
定
號
を
掲
げ
、
以
下
の
記
事
で
は
之
を
略

す
・
書
き
方
、
普
董
の
羅
號
を
累
・
だ
け
織
笹
掻
各
・
嚢
難
壁
追
號
に
よ
っ
て
書
き
奉
・
仕
方
、
圃

或
は
又
改
元
の
年
の
年
時
を
記
す
の
に
六
國
史
の
書
法
に
從
は
す
、
嚴
密
に
改
元
の
時
の
前
後
に
よ
っ
て
薔
年
三
と
新

年
號
と
を
使
ひ
分
け
る
書
き
方
、
こ
れ
ら
は
一
見
些
細
な
こ
と
と
せ
ら
れ
、
不
用
意
に
扱
は
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
形
式
で
あ
る
が
、
こ
の
米
点
智
慧
の
部
分
、
三
代
詳
録
の
部
分
決
し
て
膿
例
の
相
違
を
示
し
て
は
み
な
い
。
更

に
内
容
に
立
入
っ
て
記
事
の
載
録
の
仕
方
を
比
較
し
て
見
る
に
、
す
べ
て
六
藩
吏
の
一
條
の
記
事
に
は
種
々
の
事
項
が

含
ま
れ
て
み
て
、
之
を
分
類
す
る
場
含
は
、
類
’
聚
國
史
の
一
つ
の
部
に
の
み
牧
め
て
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
こ
と
は
少
い

の
で
あ
る
。
…
つ
の
行
幸
の
記
事
に
於
い
て
も
、
そ
の
中
に
奉
献
の
事
も
あ
り
、
賞
賜
の
事
も
あ
6
、
又
叙
位
の
事
も

含
ま
れ
て
み
る
。
而
し
て
器
楽
國
史
に
は
行
、
幸
、
，
奉
献
、
賞
賜
、
叙
位
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
が
あ
る
故
、
そ
の
一
條
の
記



事
は
そ
れ
ら
の
各
々
に
載
録
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
事
實
類
聚
國
史
ぱ
此
の
如
き
場
合
屡
々
爾
部

に
そ
の
同
一
記
事
を
掲
げ
る
が
、
併
し
あ
ら
ゆ
・
る
場
合
に
か
う
し
た
重
出
が
行
は
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
自
ら

約
束
が
あ
っ
て
、
重
幽
す
る
場
合
、
せ
ざ
る
場
合
が
別
た
れ
て
み
る
と
癒
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
た
と
へ
ば
奉
献
、
賞

賜
等
に
表
す
る
記
事
は
他
部
に
載
せ
得
べ
き
も
の
は
成
る
べ
く
之
を
他
部
に
載
せ
る
こ
と
に
し
、
（
行
幸
に
幽
し
て
の
奉

献
な
ら
ば
行
幸
部
に
載
せ
る
如
く
）
全
く
他
部
に
關
癒
せ
す
、
外
に
載
せ
ら
れ
な
い
も
の
に
し
て
始
め
て
こ
れ
ら
の
部

に
載
せ
る
こ
と
に
、
大
算
定
ま
っ
て
み
る
と
槻
潔
き
れ
る
。
或
は
又
叙
位
に
關
し
て
は
職
官
部
に
叙
位
の
部
が
あ
り
、

こ
こ
に
は
叙
位
の
記
事
は
外
の
部
に
關
係
あ
る
こ
と
で
も
大
膿
に
洩
さ
す
載
録
せ
ら
れ
て
る
る
如
く
で
あ
る
。
然
る
に

こ
れ
に
聴
し
て
明
か
な
例
外
の
認
め
ら
れ
る
の
は
、
國
造
、
禰
宜
、
祝
及
び
俘
囚
の
叙
位
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
、
郎
ち
紳

細
部
の
濫
造
、
禰
宜
、
既
の
部
、
風
俗
部
の
俘
囚
の
部
に
載
せ
ら
れ
て
、
職
富
部
の
叙
位
に
は
全
く
牧
め
ら
れ
て
る
な

い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
次
に
ば
帝
王
部
内
の
山
陵
の
都
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
山
陵
に
閥
帯
す
る
こ
と
は
す
べ
て
牧
鎌

・
せ
ら
れ
て
る
る
わ
け
で
は
な
い
。
輩
な
る
山
陵
へ
の
奉
幣
と
い
ふ
如
き
記
事
は
徐
り
載
せ
ら
れ
す
、
山
陵
そ
の
も
の
に

實
質
的
に
深
い
關
係
あ
る
記
事
と
い
ふ
や
う
な
も
の
の
み
が
見
ら
れ
る
。
山
陵
の
木
を
伐
つ
た
と
か
山
陵
に
臓
が
あ
っ

た
と
か
に
よ
っ
て
崇
を
謝
す
る
奉
警
で
あ
れ
ば
山
陵
部
に
載
せ
ら
れ
て
み
る
が
、
痢
陵
に
蔽
接
心
し
な
い
た
と
へ
ば
入

愛
地
異
な
ど
に
よ
っ
て
す
る
．
山
陵
奉
幣
の
記
事
は
、
た
と
ひ
そ
の
文
前
者
と
甚
だ
酷
似
し
て
み
て
も
、
山
陵
部
に
は
載

せ
ら
れ
す
、
紳
祇
部
の
所
薦
部
に
牧
め
ら
れ
て
る
る
。

　
　
　
　
　
隔
歎
聚
醐
例
史
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
・
【
巻
　
　
第
二
號
　
　
　
二
山
ハ
一

（S3）



　
　
　
　
　
漏
凹
聚
閣
吏
に
就
い
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
　
　
第
二
號
　
　
　
二
六
二

　
以
上
は
類
聚
詠
史
の
記
事
の
載
録
に
か
な
り
微
妙
な
約
束
の
見
ら
れ
る
こ
と
の
一
端
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
瓢
に
於
」

い
て
も
三
代
實
銀
の
部
分
は
全
く
他
の
部
分
と
同
機
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
か
う
し
た
事
實
は
後
世
の
増
補

者
の
よ
く
誤
な
く
難
行
し
得
た
所
で
あ
ら
う
か
。
私
は
原
著
潜
に
養
す
し
て
果
し
て
何
人
が
こ
れ
ら
の
黙
に
想
到
實
行

し
得
た
か
を
疑
ふ
の
で
あ
る
。

　
か
ぐ
て
或
は
濁
漸
の
誘
を
免
れ
漁
か
も
知
れ
な
い
が
、
と
に
か
く
屈
は
現
存
類
聚
書
史
の
憎
々
に
お
い
て
三
代
實
録

の
文
の
牧
め
ら
れ
て
る
る
有
様
を
見
て
、
三
代
詳
録
の
部
分
が
後
世
の
増
補
に
成
っ
た
と
す
る
説
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
然
ら
ば
滋
眞
は
い
か
に
し
て
三
代
實
録
を
こ
こ
に
編
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
、
菅
家
運
漕
記
の
寛
．
季
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

五
月
奏
上
は
い
か
に
改
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
、
私
は
こ
こ
に
類
聚
虚
血
撰
述
に
關
す
る
私
見
を
要
約
し
よ
う
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
思
ふ
に
二
軍
年
間
宇
多
天
皇
は
道
眞
に
思
し
醤
史
を
分
類
す
る
の
詔
を
下
し
給
う
た
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
道
翼
は

拮
据
之
に
芸
事
し
た
の
で
あ
ら
う
。
併
し
そ
の
頃
宇
多
天
皇
は
別
に
三
代
實
録
撰
修
の
事
を
詔
せ
ら
れ
、
道
導
亦
そ
の

撰
者
に
加
は
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
遣
眞
は
そ
の
編
纂
中
の
若
し
く
は
編
纂
を
終
へ
た
か
も
知
れ
な
い
醤
史
の
分
類
中

に
、
や
が
て
課
せ
ら
る
べ
き
三
代
實
録
を
も
編
入
せ
ん
と
す
る
志
を
嘉
し
π
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
學
者
と
し
て
當
然
の

態
度
で
あ
る
。
而
し
て
三
代
手
録
の
撰
修
は
日
に
進
み
、
滋
眞
は
そ
の
撰
修
中
よ
り
逐
次
そ
の
文
を
分
類
携
琴
の
中
に
’

編
入
し
て
み
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
，
事
累
々
濟
ん
で
三
代
實
録
の
完
成
奏
上
も
閥
近
く
、
從
っ
て
類
聚
國
史
の
奏
上

も
近
づ
い
た
時
、
延
喜
元
年
突
如
か
の
事
件
は
趨
っ
て
道
眞
ぱ
筑
紫
に
左
遷
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
か
く
て



三
代
實
録
は
他
の
撰
者
に
よ
っ
て
隠
も
な
く
奏
上
せ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
蓮
眞
一
入
の
撰
す
べ
き
類
聚
瞬
　
史
ぽ
途
に
完

成
奏
上
す
る
の
時
を
逸
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
奏
進
の
序
文
の
傳
は
ら
な
い
こ
と
、
書
名
の
初
め
定
ま
ら
な
か
っ

た
ら
し
い
二
と
は
、
こ
の
事
情
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
，
又
そ
の
書
が
比
較
的
早
く
世
に
弘
ま
り
人
に
引
用
せ
ら

れ
て
る
る
事
情
も
、
む
し
ろ
奏
上
せ
ら
れ
て
宮
中
の
秘
庫
に
平
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
基
づ
く
と
も
考
へ
ら
れ
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
菅
家
御
平
記
の
寛
李
四
年
五
月
十
一
3
奏
上
の
記
事
は
、
寛
準
四
年
五
月
一
計
三
代
實
鎌
撰
修
の
詔

の
下
つ
淀
時
と
混
岡
さ
れ
た
傳
説
で
は
あ
る
ま
い
か
。
又
北
野
天
紳
御
傳
に
分
疏
國
史
百
岩
と
あ
る
の
は
、
三
代
實
録

増
補
前
の
書
が
百
里
で
あ
っ
た
と
も
解
せ
ら
れ
る
が
、
さ
す
れ
ば
分
量
に
於
い
て
三
代
實
録
の
記
事
が
他
の
五
國
史
の

記
事
と
大
饗
敵
す
る
こ
と
に
な
ら
ね
ば
な
墨
・
グ
、
れ
は
多
芸
へ
ら
れ
な
い
・
と
で
の
軌
・
れ
は
や
は
皇
百
岡

の
二
を
脱
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
叉
｝
旦
勅
を
奉
っ
て
撰
修
に
當
つ
た
書
を
途
に
奏
上
し
な
い
の
は
疑
は

し
い
や
う
で
も
あ
る
が
、
道
眞
は
別
に
治
要
策
苑
な
る
類
書
を
編
せ
ん
と
し
て
畏
め
序
を
製
し
乍
ら
撰
修
を
成
さ
な
か

っ
た
と
い
ふ
例
も
菅
家
文
草
絶
望
に
見
え
る
か
ら
、
全
然
あ
り
得
ざ
る
こ
と
と
も
な
し
難
い
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
次
に
は
類
聚
書
史
の
藍
本
を
考
へ
た
い
。
強
奪
は
零
露
を
分
類
す
べ
き
詔
を
奉
っ
た
時
、
必
ず
や
そ
の
方
法
に
つ
い

て
前
出
の
書
物
を
墾
考
に
す
る
所
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
又
た
と
ひ
意
識
的
に
群
馬
と
し
な
い
に
し
て
も
、
暗
々
裡
に

・
そ
れ
に
翻
す
る
考
を
定
め
る
に
カ
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
こ
れ
に
閣
係
あ
る
書
物
の
存
在
し
だ
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら

　
　
　
　
　
同
門
聚
鰯
∵
災
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
第
二
十
…
巻
　
轄
爆
睡
號
　
　
　
二
六
三



　
　
　
　
漏
納
楽
國
史
に
就
い
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
筑
「
二
十
…
巻
　
　
第
二
號
　
　
　
二
六
四
凹

澱
。
此
の
如
き
書
物
と
し
て
、
ま
つ
翠
黛
の
も
の
で
は
、
本
朝
法
家
交
書
目
録
の
雑
言
及
び
本
朝
書
籍
目
録
の
政
要
部

に
載
せ
ら
れ
．
た
官
曹
事
類
以
下
の
書
物
が
考
へ
ら
れ
る
。
官
翁
忌
類
は
綾
日
本
紀
の
雑
例
で
あ
る
と
い
は
れ
、
綾
縣
本

紀
に
載
せ
る
に
．
逮
ば
な
か
っ
た
零
陣
の
事
を
延
暦
二
十
二
年
に
集
め
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
で
の
集
録
の
仕
方
は

［，

ﾈ
レ
類
相
附
、
倉
レ
易
謡
披
尋
纏
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
翻
ち
全
三
十
憲
を
紳
事
部
、
齋
軸
部
、
佛
寺
部
等
の
七
十
三

部
に
分
ち
警
め
た
も
の
で
あ
る
。
類
簗
國
史
と
は
記
事
の
性
質
は
異
っ
て
は
居
れ
、
等
し
く
國
史
に
惨
毒
が
あ
り
、
且

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
｝
）

つ
當
時
相
當
に
重
要
硯
せ
ら
れ
た
書
物
で
も
あ
る
か
ら
、
ま
つ
こ
の
書
物
の
糞
痴
笹
森
へ
の
影
響
を
思
は
ざ
る
を
得
な

い
Q
そ
の
部
名
の
高
二
部
、
國
郡
部
、
賞
賜
部
、
献
物
部
、
國
造
物
、
群
瑞
部
、
牒
式
部
、
禁
制
部
、
刑
法
部
な
ど
が
そ

の
ま
ま
類
楽
演
義
大
小
の
部
名
に
見
田
さ
れ
る
の
も
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
叉
そ
の
聯
事
部
が
懇
第
一
を
占
め
て
み
る

こ
ど
も
、
，
類
焼
國
史
紳
音
部
の
位
置
を
考
へ
る
際
に
一
顧
す
る
必
要
が
あ
ら
う
。
綾
縣
本
紀
に
於
け
る
官
曹
事
類
に
相

画
す
・
る
も
の
と
し
て
、
臼
本
後
記
に
於
い
て
は
天
長
格
抄
が
愛
せ
ら
れ
だ
○
そ
の
重
富
も
三
十
憲
、
分
類
の
目
も
殆
ど

同
様
で
あ
る
。
こ
の
外
に
も
記
事
の
性
質
は
不
二
で
あ
る
が
、
や
は
り
年
月
に
係
け
ら
れ
た
記
事
の
類
漿
と
し
て
．
事

抄
九
轟
擁
謬
輝
・
次
事
抄
五
蟻
壁
髪
鱗
漸
抄
馨
柏
襲
撃
諜
和
績
新
羅
五
蕃
語
薬
罐
ど
の
書
物
の

あ
っ
た
こ
と
が
爾
目
録
に
殖
え
て
み
る
。
こ
れ
ら
は
類
簗
國
史
の
撰
者
に
嬉
し
色
々
の
黙
で
影
響
を
與
へ
窪
も
の
で
あ

っ
た
ち
う
と
思
は
れ
る
。
翁
私
は
こ
れ
ら
の
書
物
が
書
論
を
分
類
す
べ
き
詔
を
奉
っ
た
所
の
道
眞
に
及
ぼ
す
べ
き
影
響

を
考
へ
た
。
事
寳
國
史
を
分
類
す
べ
き
こ
と
は
宇
多
天
皇
の
叡
慮
に
出
で
て
畏
い
極
み
で
あ
る
が
、
諸
王
の
如
き
書
物

（36）



の
代
々
撰
せ
ら
れ
で
る
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
さ
う
し
た
叡
慮
の
よ
っ
て
起
つ
た
所
以
の
も
の
も
亦
自
ら
舞
察
せ
ら
る

る
所
が
あ
り
、
与
論
虚
器
と
い
ふ
や
う
な
書
物
の
出
現
す
べ
く
時
勢
の
進
ん
で
み
た
事
情
も
う
か
“
は
れ
る
や
う
に
思

は
れ
る
Q

　
次
に
は
漢
籍
で
あ
る
。
遊
眞
の
披
閲
し
得
た
で
あ
ら
う
支
那
の
歴
吏
の
中
に
類
聚
雪
避
の
如
き
も
の
が
存
し
た
か
否

か
寡
聞
に
し
て
私
は
知
ら
な
い
。
附
の
王
勧
．
の
階
書
入
十
懇
は
編
年
紀
傳
に
あ
ら
す
、
類
を
以
て
相
從
へ
、
其
の
題
目
を

成
し
た
も
の
と
い
は
れ
る
か
ら
、
形
式
は
或
は
類
聚
暴
論
に
通
す
る
所
あ
る
か
と
も
察
せ
ら
れ
る
が
，
多
く
口
置
を
録

し
、
逢
奮
戦
経
の
語
、
委
巷
の
言
を
採
っ
た
と
い
は
れ
、
灘
風
動
類
聚
國
史
と
繕
性
質
が
異
・
や
う
で
あ
り
、

又
そ
れ
が
我
が
國
に
傳
は
つ
て
滋
眞
の
寓
目
す
．
る
所
と
な
っ
た
か
否
か
を
知
ら
な
い
。
只
私
は
漢
籍
と
し
て
は
い
は
ゆ

る
類
書
の
影
響
を
考
へ
た
い
と
思
ふ
Q
新
蕪
下
書
の
志
に
よ
っ
て
も
唐
代
に
多
数
の
類
書
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

が
、
そ
の
我
が
國
に
傳
は
っ
た
も
の
を
現
在
書
昌
に
よ
っ
て
見
て
も
　
徐
勉
の
華
林
遍
略
六
百
二
十
憲
、
租
孝
徴
の
修

文
殿
御
覧
三
百
六
十
憲
、
劉
帯
磁
の
類
苑
百
二
十
怒
、
附
属
平
等
の
諸
語
類
漿
；
藤
巻
、
平
等
金
の
翰
苑
三
十
憲
、
徐

堅
の
初
學
記
三
十
憲
な
ど
を
算
へ
る
こ
と
が
で
さ
・
・
る
。
等
し
て
叉
こ
れ
ら
の
影
響
を
蒙
っ
て
我
が
國
に
於
い
て
も
彫
安

時
代
に
入
っ
て
は
俄
に
類
書
の
編
纂
が
始
ま
り
、
滋
野
貞
主
の
秘
、
府
略
…
叢
論
、
大
江
音
人
の
群
籍
要
覧
四
十
恕
、
菅

療
是
善
の
會
交
類
集
七
十
蜜
柑
が
漏
せ
ら
れ
、
道
眞
自
身
も
先
に
述
べ
た
，
如
く
瀞
要
早
事
な
る
類
書
を
塁
審
十
五
年
に

於
い
て
編
纂
す
る
心
組
を
有
し
た
如
き
艶
情
で
あ
る
か
ら
、
議
事
が
支
那
の
類
書
を
よ
く
理
解
し
て
居
り
、
そ
の
知
織

　
　
　
　
牌
獺
聚
國
山
施
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
第
二
十
…
巷
　
　
第
二
號
　
　
　
二
山
ハ
皿

（　：17　）



　
　
　
　
類
聚
國
更
に
旧
い
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箪
二
十
一
巻
第
二
號
　
二
六
六

が
類
聚
國
史
撰
述
の
上
に
役
立
つ
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
之
を
十
分
に
察
し
得
る
。
、
遺
箕
が
「
書
髭
記
」
の
中
に
門
、
學
問
之

導
爆
出
馬
レ
宗
し
と
い
う
て
る
る
の
を
鬼
て
も
、
類
書
の
編
纂
に
、
叉
類
聚
野
史
の
編
纂
に
迄
至
る
べ
く
、
溢
眞
の
學
問

の
準
備
せ
ら
れ
て
る
だ
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
さ
て
支
那
の
類
書
が
類
聚
國
吏
に
實
際
に
ど
う
い
ふ
影
響
を
與
へ
た
か

を
悉
く
爆
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
分
類
蝉
茸
の
名
幕
、
載
録
の
手
法
な
ど
へ
の
影
響
は
容
易
に
見
ら
れ

る
。
た
と
へ
ば
類
聚
國
史
に
於
い
て
歳
蒔
部
と
題
し
て
恒
例
の
年
中
行
事
を
急
げ
る
仕
方
は
、
単
文
気
楽
、
初
學
記
こ

れ
を
同
じ
く
し
て
み
る
こ
と
で
あ
り
、
職
官
部
と
題
し
て
逐
次
諸
官
職
を
直
筆
す
る
も
早
書
岡
じ
く
し
て
み
る
こ
と
で

あ
り
、
舞
楽
臨
史
の
帝
王
部
、
後
宮
部
、
㎝
、
　
…
，
人
部
の
順
序
に
は
、
藝
糖
類
漿
に
於
け
る
帝
王
部
、
后
妃
部
、
儲

宮
部
、
人
部
の
順
序
が
考
へ
ら
れ
る
し
、
群
類
楽
園
吏
が
同
輩
重
出
　
の
場
合
、
分
注
と
し
て
「
事
呉
粟
田
部
こ
と
す
る

書
法
は
そ
の
ま
、
藝
文
類
聚
に
於
い
て
も
見
出
さ
れ
る
仕
方
に
外
な
ら
な
い
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
類
聚
國
史
に
は
此
の
如
く
そ
の
墾
考
と
な
っ
た
諸
書
が
考
へ
ら
れ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
故
に
類
聚
國
史
の
羅
臼
な
る
性

質
が
害
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
撰
者
道
順
の
濁
自
の
識
見
は
本
書
の
随
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
私
は

そ
の
二
三
を
類
聚
國
史
の
特
質
と
し
て
次
に
暴
げ
て
見
よ
う
と
思
ふ
。

　
第
一
は
す
で
に
先
鞭
の
方
々
も
論
ぜ
ら
れ
だ
如
く
篇
目
の
次
第
で
あ
る
。
最
初
に
紳
祇
部
を
麗
い
た
こ
と
は
先
に
も

述
べ
た
如
く
官
曹
事
類
以
下
の
書
に
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
叉
實
は
大
望
命
、
養
老
倉
、
三
代
の
絡
式
に
於
い
て
も
然
る

（3S）



こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
本
書
薫
製
の
性
質
と
し
て
喧
漏
せ
ら
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
只
そ
の

細
目
と
し
て
神
垣
部
第
｝
第
二
を
帥
代
上
下
と
し
て
書
紀
の
聯
代
恕
を
そ
の
ま
＼
睾
げ
、
こ
こ
に
の
み
類
聚
の
形
式
を

探
ら
な
か
つ
把
こ
と
は
、
書
置
ハ
の
す
ぐ
れ
た
る
見
識
で
あ
り
、
書
紀
紳
代
懇
に
甥
す
る
見
方
の
正
鵠
な
る
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
次
に
官
曹
事
事
、
天
長
格
抄
は
神
事
部
、
齋
海
部
の
次
に
佛
寺
部
を
澄
い
て
る
る
。
而
し
て
こ
れ
に
は
恐
ら

く
大
館
養
老
の
令
の
篇
目
が
紳
祇
命
．
儒
欝
欝
と
綾
い
て
る
る
次
第
が
影
響
し
て
み
る
の
で
あ
ら
う
。
然
る
に
類
聚
國

史
は
議
事
部
を
遙
か
下
に
降
し
て
憲
百
七
十
四
以
下
に
導
き
、
初
の
造
紙
部
に
巻
く
も
の
ぱ
帝
王
部
で
あ
る
。
紳
祇
帝

王
と
績
く
次
第
は
當
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
前
述
の
官
曹
事
類
以
下
の
次
第
及
び
藝
文
類
楽
、
初
転
記
な
ど
が
天
部
、

歳
時
部
．
地
部
、
帰
郡
部
を
暴
げ
た
後
に
初
め
て
帝
王
部
を
遣
く
仕
方
を
見
れ
ば
、
こ
れ
も
本
書
の
特
質
で
あ
り
、
撰

者
の
國
膿
に
樹
す
る
正
し
き
認
識
を
示
す
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
○
叉
憲
八
十
七
以
下
の
刑
法
部
に
於
い
て
は
、
そ

の
一
に
断
例
、
定
配
流
遠
近
、
断
罪
、
配
流
な
ど
を
墾
げ
て
普
蓮
の
罪
人
の
事
を
記
し
乍
ら
、
皆
済
十
入
以
下
の
三
憲

は
特
仁
「
罪
人
」
の
上
中
下
と
題
し
て
、
そ
の
上
に
は
武
埴
安
彦
、
出
雲
振
根
以
下
大
津
皇
子
に
至
る
十
入
人
、
そ
の
中

に
は
橘
奈
良
麿
、
藤
原
師
勝
な
ど
を
記
し
て
み
る
。
こ
の
中
は
巻
首
を
巻
き
、
下
ば
全
く
歓
遣
し
て
み
る
か
ら
、
全
醗
は

分
ら
な
い
が
、
以
上
に
よ
っ
て
察
し
て
も
、
こ
こ
に
暴
げ
ら
れ
た
罪
人
は
只
の
罪
人
で
な
く
、
い
は
ゆ
る
國
家
を
危
く

せ
ん
こ
と
を
謀
っ
た
入
潮
の
第
　
謀
反
の
罪
に
託
る
者
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
は
旧
か
で
あ
る
。
帥
ち
こ
れ
ら
の
罪
人
を

他
の
罪
人
と
逼
別
し
て
特
に
罪
入
の
部
を
設
け
、
然
も
そ
の
細
部
の
名
と
し
て
一
々
の
人
の
名
前
を
畢
げ
、
極
め
て
之

　
　
　
　
榊
類
聚
薗
闘
史
に
曲
轟
い
て
・
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
工
丁
一
巻
　

餓
穿
二
號
　
　
　
二
山
ハ
・
七

（　：）g　1）



　
　
　
　
　
類
聚
國
史
に
就
い
て
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
｝
巷
　
第
二
號
　
　
二
六
入

を
見
易
か
ら
し
め
て
み
る
こ
と
は
、
蓋
し
撰
者
の
意
の
め
る
所
で
あ
っ
て
、
千
載
の
下
こ
れ
ら
の
人
を
恥
し
め
誠
を
將

來
に
獲
さ
ん
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
類
聚
國
史
が
輩
に
奮
史
の
磯
械
的
な
分
類
た
る
に
止
ま
ら
す
、

叉
政
務
の
墾
考
書
た
る
に
止
ま
ら
す
、
實
は
高
慢
な
理
想
を
盛
っ
た
、
か
の
専
業
賊
子
を
催
れ
し
め
る
底
の
す
ぐ
れ
た

史
書
の
｝
っ
で
も
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
即
せ
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
特
質
の
第
二
は
天
皇
の
御
事
號
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
。
先
に
略
い
う
た
如
く
本
書
は
御
一
代
の
最
初
の
記
事
の
年
月

の
前
に
必
ず
そ
の
天
皇
の
御
幕
號
を
掲
げ
る
例
に
た
ゆ
っ
て
み
る
が
、
そ
の
重
藤
號
の
書
法
は
奮
史
の
そ
れ
に
從
っ
て
み

な
い
。
即
ち
之
を
漠
風
車
號
叉
は
こ
れ
に
準
ず
る
御
追
落
に
よ
っ
て
記
し
奉
る
の
で
あ
っ
て
」
此
の
如
き
は
勿
論
蕉
史

の
堂
日
法
で
ぱ
な
い
。
墨
田
紀
に
遥
遥
魏
の
澄
田
せ
ら
れ
な
か
っ
た
・
と
は
い
ふ
に
及
竃
績
日
本
紀
も
日
本
勘

後
紀
も
玉
璽
と
し
イ
・
は
下
風
詮
を
記
し
奉
っ
て
居
り
、
三
代
實
録
は
清
和
天
皇
を
太
上
天
皇
、
陽
成
天
皇
を
後
太
王
天

皇
と
繕
へ
奉
っ
て
居
り
、
漢
風
輪
を
初
か
略
記
し
奉
っ
た
の
は
、
績
日
誌
後
面
の
仁
明
天
皇
、
文
徳
電
着
の
文
徳
天
皇
、

三
代
實
録
の
光
孝
天
皇
で
あ
る
と
舞
せ
ら
れ
る
。
滋
眞
は
こ
の
蕉
史
の
種
々
な
る
書
法
に
謝
し
、
類
聚
風
吏
に
書
し
奉

る
に
は
一
に
漢
主
命
號
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
御
追
號
を
…
以
て
す
る
と
い
ふ
方
針
を
執
っ
た
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
遣
眞
の

時
代
に
は
冷
風
識
號
も
相
當
に
行
は
れ
て
る
た
で
あ
ら
う
か
ら
．
遊
眞
の
こ
の
書
法
は
必
ず
し
も
珍
し
き
も
の
で
は
な

い
。
併
し
或
は
夕
風
詮
で
、
或
は
都
の
名
で
、
或
ば
御
陵
の
名
で
等
色
々
に
串
上
げ
て
み
る
こ
と
の
多
か
っ
た
此
の
頃
に

於
い
て
紳
武
天
皇
よ
り
光
孝
天
皇
迄
の
御
歴
代
に
通
じ
て
、
奮
史
に
泥
ま
す
、
か
う
し
た
一
定
の
御
薦
號
を
用
ゐ
奉
つ



た
と
い
ふ
こ
と
は
、
歴
史
編
纂
者
と
し
て
の
一
つ
の
見
識
で
あ
り
、
又
類
聚
國
史
の
濁
露
な
る
性
質
の
一
つ
で
あ
り
、

後
世
に
鋼
し
て
も
重
大
な
意
義
を
持
つ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
の
特
質
は
改
元
の
年
に
於
け
る
年
號
の
取
扱
方
で
あ
る
。
改
元
の
年
の
年
號
の
記
し
方
は
今
日
我
々
も
困
難
と

す
る
問
題
で
あ
る
が
、
六
哀
史
に
於
い
て
は
原
譜
と
し
て
新
年
號
の
元
年
の
下
に
そ
の
「
年
を
記
す
こ
と
に
し
て
み
る
。

而
し
て
こ
れ
は
恐
ら
く
支
那
史
籍
の
書
法
に
糠
っ
だ
も
の
ら
し
く
、
大
豊
に
支
那
の
史
書
も
改
元
の
年
は
新
年
號
の
元

年
と
し
て
記
し
て
み
る
や
う
で
あ
る
。
然
る
に
類
聚
國
史
は
こ
の
奮
史
の
書
法
に
從
は
な
い
○
改
元
の
日
を
以
て
嚴
密

に
点
し
、
そ
の
以
前
は
忘
年
號
の
絡
の
年
を
以
て
、
そ
の
以
後
は
新
年
號
の
元
年
を
以
て
記
す
b
勿
論
こ
れ
に
多
少
の

例
外
は
あ
る
。
併
し
以
上
の
原
期
の
存
在
は
確
か
で
あ
る
。
さ
て
一
々
改
元
の
月
を
考
へ
て
そ
の
前
後
に
年
嵩
を
使
分

け
る
こ
と
は
か
な
り
面
倒
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
薔
史
の
機
械
的
な
分
類
を
以
て
足
れ
り
と
す
る
人
の
想
到
し
得
る
所
で

は
な
い
。
　
一
つ
の
猫
薗
な
る
歴
史
を
撰
す
る
こ
と
の
書
辞
を
持
つ
た
入
に
し
て
、
’
然
も
改
元
の
意
義
を
理
解
し
π
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
）

に
し
て
初
・
め
て
こ
の
嚴
密
な
る
年
時
の
書
法
は
生
れ
て
來
る
の
で
あ
ら
う
Q

　
こ
れ
に
關
薄
し
て
天
皇
の
御
代
に
就
い
て
も
類
聚
出
撃
は
極
め
て
嚴
格
な
書
法
を
探
っ
て
み
る
こ
と
が
見
遁
せ
な

い
。
　
一
廻
雲
母
史
は
天
皇
の
御
帥
位
に
懇
を
始
め
、
崩
御
又
は
御
護
位
に
至
っ
て
巻
を
絡
へ
、
天
皇
の
御
一
代
を
中
心

に
叙
す
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
が
、
色
々
の
事
情
に
よ
っ
て
そ
の
歴
別
の
明
か
に
行
か
な
い
場
合
が
無
い
で
は
な
い
。
た

と
へ
ば
桓
武
天
皇
は
大
同
元
年
三
月
辛
巳
叶
七
崩
課
せ
ら
れ
る
が
、
資
本
後
紀
は
こ
の
年
五
月
己
卯
ま
で
の
記
事
を
同

　
　
　
　
　
類
聚
國
史
に
就
い
て
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二
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二
六
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じ
敵
中
に
記
し
て
次
の
李
城
天
皇
の
憲
は
大
同
元
年
五
月
辛
巳
の
天
皇
の
師
資
よ
も
姪
め
る
。
併
し
類
聚
國
史
は
大
同

元
年
三
月
戊
子
離
四
同
仁
巳
離
九
同
四
月
丙
午
等
の
記
事
を
す
べ
て
李
通
天
難
の
下
に
記
し
て
、
桓
武
天
皇
の
下
に
出

さ
な
い
。
績
欝
本
紀
の
欝
徳
天
皇
、
光
仁
天
皇
の
御
仁
に
も
亦
か
う
い
ふ
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
瓢
も
撰
者
の
見

識
を
見
る
べ
き
所
で
あ
っ
て
、
道
眞
が
い
か
に
よ
く
僖
史
を
咀
儒
批
判
し
て
み
る
か
を
示
す
の
で
あ
る
。

　
類
聚
藩
吏
の
特
質
を
論
じ
て
、
私
は
今
や
類
聚
國
史
が
よ
く
六
諭
史
を
咀
囎
走
禽
し
て
そ
の
弱
毒
を
矯
正
し
π
濁
自

の
歴
史
で
あ
る
こ
と
の
結
論
に
到
達
し
た
。
然
も
私
は
こ
こ
に
本
書
は
誓
史
の
分
類
た
る
意
味
に
於
い
て
は
又
實
に
忠

實
な
書
物
で
あ
る
こ
と
を
つ
け
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
既
に
編
纂
の
手
法
に
於
い
て
奮
史
の
弱
黙
を
知
悉
し
屡
々
之
を
矯

モ
た
奪
は
、
そ
の
才
の
送
・
所
者
ら
驚
の
斐
署
し
て
も
遺
筆
の
造
作
を
施
し
な
な
・
の
が
禽
で
団

は
あ
る
ま
い
か
。
或
は
交
章
字
句
を
改
撫
す
る
と
か
、
或
は
編
者
の
羅
文
を
加
へ
る
と
か
は
之
で
あ
る
。
又
そ
こ
迄
に

至
ら
す
と
も
、
一
夕
に
古
書
に
お
け
る
他
書
の
引
用
は
暢
氣
な
も
の
で
あ
っ
て
、
或
は
漸
り
も
な
く
多
く
を
省
略
し
、

或
は
恣
に
字
句
を
改
め
た
り
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
然
る
に
類
聚
國
史
に
於
い
て
は
、
．
駆
込
の
記
事
を
採
る
こ
と
極

め
て
嚴
格
で
あ
る
。
故
意
の
宇
旬
の
改
鼠
は
全
く
な
く
、
ま
し
て
編
者
の
按
文
な
ど
は
全
巻
何
事
に
も
兇
ら
れ
な
い
。

省
略
の
場
含
は
原
図
と
し
て
云
々
と
し
て
之
を
示
し
、
必
要
あ
る
場
合
は
岡
じ
記
事
を
十
回
以
上
も
一
字
の
省
略
も
な

ぐ
載
せ
る
程
の
正
直
さ
を
示
し
て
居
る
。
今
日
類
漿
藁
囲
が
六
國
史
の
歓
を
補
ひ
、
そ
の
誤
を
正
す
数
用
は
う
實
に
こ

の
僖
史
の
記
事
の
正
直
な
る
探
録
に
基
づ
く
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
天
皇
の
御
総
號
や
年
號
な
ど
の
書
法
に
於
い
て
は



全
く
傷
史
を
無
亡
し
て
濁
自
の
手
腕
を
振
っ
た
同
じ
入
の
な
し
た
所
で
あ
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
不
思
議
な
位
で
あ
る
。

併
し
遊
眞
は
そ
の
撰
す
べ
き
書
物
の
使
命
を
忘
れ
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
創
意
を
施
す
べ
き
限
界
も
亦
十
分

に
了
解
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
奮
史
の
分
類
は
顯
繁
話
説
の
根
本
の
使
命
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
薔
史
の
記
事
の
忠

實
な
る
載
銀
に
よ
っ
て
の
み
達
成
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
帥
ち
老
楽
心
急
は
こ
の
根
本
の
使
命
を
完
全
に
言
行
し
、
圭
、

來
述
べ
來
つ
た
猫
自
の
歴
史
た
る
特
質
は
こ
の
使
命
の
途
行
に
は
何
等
拘
り
な
い
場
所
に
於
い
て
．
小
さ
れ
て
る
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
の
一
事
こ
そ
は
類
楽
女
史
の
最
も
根
本
的
な
特
質
と
し
て
、
特
に
我
々
の
留
意
に
値
す
る
所
で
あ
ら

う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
類
聚
國
史
に
つ
い
て
は
爾
ほ
述
ぶ
べ
き
所
が
多
々
あ
り
、
叉
上
述
し
た
事
に
つ
い
て
も
蓮
漏
の
黙
の
少
か
ら
ぬ
を
思

ふ
け
れ
ど
、
罵
り
の
冗
長
を
慮
っ
て
こ
こ
に
筆
を
遠
く
。
恐
ら
く
撒
多
く
見
出
さ
れ
る
で
あ
ら
う
本
稿
中
の
誤
謬
や
、

失
路
や
は
、
幸
に
博
雅
濡
事
の
御
指
摘
を
受
け
て
之
を
將
來
に
是
正
し
た
い
と
謂
ふ
。
爾
ほ
最
後
に
本
稿
の
成
る
、
恩

師
黒
板
勝
美
先
生
。
の
直
接
間
接
の
御
門
峻
を
蒙
る
こ
と
の
多
き
を
記
し
、
深
き
藤
崎
の
意
を
捧
げ
る
Q
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昭
利
十
一
年
十
一
1
3
二
十
四
B
講
演
）

　
、
註
…
類
聚
符
．
宣
告
六
に
1
1
延
喜
十
四
年
九
月
十
繕
勘
解
由
使
が
交
替
式
修
撰
の
材
料
と
し
て
外
詑
曹
驚
に
あ
る
官
叙
事
類
の
貸
與
葎
請
う
査
、
・
と
が
見

　
　
え
、
西
宮
記
に
暴
げ
ら
れ
六
「
奉
公
輩
可
設
備
墨
書
し
中
「
政
理
事
」
の
條
に
ほ
、
群
書
治
嬰
、
貞
齪
政
事
、
諸
司
式
、
三
代
格
な
ど
と
共
に
官
曹
事
類
の

　
　
名
が
見
え
、
當
階
組
當
に
重
親
ぜ
ら
れ
象
こ
と
が
察
ぜ
ら
れ
ろ
。

　
註
…
…
術
ほ
こ
れ
に
署
し
て
に
、
六
斎
吏
の
繋
累
編
年
の
史
籍
で
口
新
年
露
な
改
元
の
年
の
剃
に
立
て
、
る
の
楼
丘
む
を
得
な
い
害
．
法
で
あ
ハ
《
、
類
聚
醐

　
　
　
　
　
類
聚
図
吏
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
　
第
二
號
　
　
二
七
一

（　4；・；　）
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史
の
如
き
月
臼
で
町
立
し
れ
記
事
な
掲
げ
ろ
場
合
ほ
禅
話
搬
な
冠
す
ろ
の
に
持
点
で
あ
る
と
も
考
へ
ら
れ
ろ
。
併
し
私
ほ
そ
の
疑
の
故
に
、
國
史
中
に

引
用
し
六
年
暗
、
多
く
人
の
爵
号
に
於
い
て
何
年
に
何
の
位
な
授
け
ら
れ
、
何
の
宮
に
任
じ
索
と
あ
る
、
そ
の
年
の
書
．
法
嬉
調
べ
、
別
に
そ
の
叙
任
の

正
し
き
月
欝
た
山
本
史
に
就
い
て
求
め
、
改
元
の
年
で
正
確
に
ば
盤
年
號
で
濡
す
べ
き
た
新
年
號
存
澗
ら
ゼ
て
用
ゐ
乳
場
合
が
毒
し
雲
か
否
か
為
吟
味

し
乳
班
、
そ
の
結
果
ほ
丈
徳
實
録
で
に
正
し
く
難
論
號
を
拐
ゐ
象
も
の
十
九
例
に
閉
し
て
、
新
年
號
尋
潮
ら
ぜ
六
も
の
十
一
例
か
得
乳
0
こ
の
計
箕
ほ

元
よ
り
正
確
と
ほ
い
ほ
れ
な
い
が
、
　
一
般
の
書
法
に
於
い
て
も
改
元
の
年
は
薪
年
號
な
以
て
す
る
仕
方
が
粗
常
に
行
ほ
れ
て
ゐ
カ
こ
と
な
知
る
一
助
と

ほ
隷
る
。

（　’S‘i


